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コードクローンについて

コードクローンとは
ソースコード中に存在する互いに一致または類似したコード片

コードクローンの存在はソフトウェアの品質に悪影響を及ぼすと言われ
ている

→このため、コードクローンに起因する欠陥を検出する手法が提案さ
れている
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コードクローンの例

3



コードクローンによる欠陥

コピー＆ペーストしたプログラム内以外で欠陥が起こることがある

これまでの研究では、内外のどちらで多く欠陥が発生しており、開発者
がどちらを優先すればよいのかの指標がなかった

コードクローンのどの部分を検査すれば効率的に欠陥対策できるのかが
わかる
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優先度を決めるために
必要なもの

RQ1
コードクローン内外のどちらで欠陥が多く発生しているか.

RQ2
コードクローン外において特に欠陥が発生している範囲はどこか.
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調査手法

調査対象 Cで開発された3つのOSS
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調査手法(概要)
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RQ1 コードクローン内外のどち
らで欠陥が多く発生しているか.
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RQ1の結果

すべてのプロジェクトにおいてコードクローン外の中央値がコードクロ
ーン内の中央値に比べて高かった
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Wikcoxonの順位和検定の結果,
evolutionとnautilusでは欠陥発生率が

コードクローン内＜コードクローン外 と言える



RQ2 コードクローン外において特に
欠陥が多く発生している範囲はどこか.
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RQ2の結果

上側ではコードクローンから遠ざかると欠陥発生率が低下している.

コードクローンの上下では欠陥発生率に差がない.

11



考察

RQ1
コードクローン外の欠陥発生率＞コードクローン内の欠陥発生率

→欠陥を探す際、コードクローン外も考慮する必要がある

RQ2
上側において 遠ざかるほど欠陥発生率が低下
上側と下側では差は見られなかった

→コードクローンの上を検査する際、コードクローン近辺を優先
的に検査すべき
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課題

一般性のある知見を得るため、他OSSを対象とした調査を行う

他のコードクローン検出ツールを用いて再調査する
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所感

コードクローンによって具体的にどの箇所で欠陥が発生するのか把握でき
た

考察という感じがしなかった
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